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● 小豆島町　平成22年度「骨格予算」
● 子ども手当制度がはじまりました
● 瀬戸内国際芸術祭2010 作家紹介②
● 教育委員会だより
　　（B＆Gリーダー研修会のご案内）
● はじめていますか？「介護予防」
● 調子はいかが？
　　（にこにこプラン21から）
● まちのわだい
● くらしの情報
● くらしのカレンダー
● ふるさとは遠くにありて（エッセイ）

「花いっぱいの三都半島」

～花とアートの三都フェスタ、吉野れんげまつり会場～

町広報
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平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
各
予
算
が

町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
予
算
は
、
４
月
の
町
長
選

挙
お
よ
び
町
議
会
議
員
選
挙
直
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
骨
格
予
算
」（
※
）

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
骨
格
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い
新
規

の
政
策
的
経
費
等
は
、
町
長
選
挙
後
に
再
編
成
す
る
予
定
で
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
義
務
的
経
費
の
削

減
に
取
り
組
む
一
方
で
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
継
続
事
業
や
、
新
た
に
制

度
化
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
な
ど
の
経
費
を
組
み
込
み
ま
し
た
。

平成22年度当初予算

一般会計は　　　　　　　　　　　　　　を

『骨格予算』で編成

平成21年度
72億7，000万円 

23億3，199万8千円 
3，891万3千円 

422万3千円 
3億305万6千円 

14億6，375万9千円 
8，119万9千円 

702万2千円 
2，285万円 

42億5，302万円 
115億2，302万円 

平成22年度
69億8，600万円 

22億6，059万6千円 
3，801万5千円 

41万4千円 
3億97万2千円 

15億2，098万1千円 
8，693万2千円 

710万5千円 
2，317万9千円 

42億3，819万4千円 
112億2，419万4千円

一般・特別会計の当初予算額
会　　計　　名 
一　般　会　計

国民健康保険事業 
国民健康保険診療所事業 
老人保健事業 
後期高齢者医療事業 
介護保険事業 
介護サービス事業 
介護予防支援事業 
簡易水道事業

計 

特　

別　

会　

計

合　　　　計

増減率 
▲3．9 
▲3．1 
▲2．3 

▲90．2 
▲0．7 

3．9 
7．1 
1．2 
1．4 

▲0．3 
▲2．6 

※
骨
格
予
算
＝
町
長
や
議
員
の
選

挙
時
期
な
ど
の
関
係
か
ら
、
政
策

的
判
断
を
要
す
る
経
費
な
ど
の
予

算
計
上
を
避
け
、
義
務
的
経
費
や

継
続
事
業
な
ど
の
経
費
を
中
心
と

し
て
編
成
し
た
予
算
の
こ
と
を
、

慣
用
的
に
「
骨
格
予
算
」
と
い
い

ま
す
。

水道事業

病院事業

介護老人保健施設事業

合　　計

支　出

4億4，797万2千円 

29億6，985万7千円 

3億2，911万5千円 

37億4，694万4千円

収　入

5億2，107万8千円 

27億3，280万9千円 

3億2，309万3千円 

35億7，698万円

公営企業会計予算（収益的収支）

一般会計歳入

国庫支出金
5億3，224万1千円

7．6％

国庫支出金
5億3，224万1千円

7．6％

地方交付税
30億4，400万円
43．6％

地方交付税
30億4，400万円
43．6％

町　税
15億9，217万7千円

22．8％町　債
4億8，680万円
7．0％

町　税
15億9，217万7千円

22．8％

使用料及び手数料
1億8，810万2千円

2．7％

諸収入
1億8，363万8千円

2．6％

分担金及び負担金
8，769万8千円
1．3％

財産収入ほか
9，541万2千円
1．4％

自主財源
30．7％
自主財源
30．7％

町　債
4億8，680万円
7．0％

依存財源
69．3％
依存財源
69．3％

県支出金
4億5，862万2千円

6．6％

県支出金
4億5，862万2千円

6．6％

地方消費税交付金
1億7，000万円　2．4％

地方譲与税
8，000万円　1．1％

自動車取得税交付金ほか
6，731万円　1．0％

歳入

69億
8，600万円

歳入

69億
8，600万円

69億8,600万円69億8,600万円69億8,600万円
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一般会計歳出

歳出

69億
8，600万円

歳出

69億
8，600万円

民生費
16億4，698万2千円

23．6％

民生費
16億4，698万2千円

23．6％

衛生費
10億1，107万4千円

14．5％

衛生費
10億1，107万4千円

14．5％

公債費
9億2，662万9千円

13．3％

公債費
9億2，662万9千円

13．3％

教育費
9億2，514万1千円

13．2％

総務費
9億1，864万2千円

13．1％

商工費
1億9，877万3千円　2．8％

土木費
5億5，378万円
7．9％

土木費
5億5，378万円
7．9％

教育費
9億2，514万1千円

13．2％

総務費
9億1，864万2千円

13．1％

そのほか
768万2千円
0．1％

労働費
7，900万9千円
1．1％議会費

9，153万円　1．3％

予備費500万円
災害復旧費268万円
諸支出金2千円

物件費
10億5，418万7千円

15．1％

物件費
10億5，418万7千円

15．1％

補助費等
14億6，737万円
21．0％

普通建設事業費
災害復旧費

7億4，306万2千円
10．6％

扶助費
7億4，896万7千円

10．7％

人件費
14億6，459万7千円

21．0％

補助費等
14億6，737万円
21．0％

普通建設事業費
災害復旧費

7億4，306万2千円
10．6％

扶助費
7億4，896万7千円

10．7％

人件費
14億6，459万7千円

21．0％

　　そのほか
1億2，736万8千円　1．8％

繰出金
3億7，741万2千円

5．4％

貸付金7，548万円　1．1％

投資的
経費
10.6％

義務的
経費
45.0％

その他
の経費
44.4％

投資的
経費
10.6％

義務的
経費
45.0％

その他
の経費
44.4％

予備費500万円
投資及び出資金5，280万円
維持補修費3，804万4千円
積立金3，152万4千円

）（

）（

（歳出の経済的性質を規準とした分類です。）

性質別の歳出

農林水産業費
2億6，677万5千円

3．8％
消防費

3億5，998万3千円
5．2％

農林水産業費
2億6，677万5千円

3．8％
消防費

3億5，998万3千円
5．2％

公債費
9億2，755万7千円

13．3％

公債費
9億2，755万7千円

13．3％

　誰もが元気で安心して暮らせる 
　　　　健康・福祉のまちづくり 
医師確保対策事業　1,027万9千円
妊婦健康診査公費拡大事業

812万6千円
女性特有のがん検診推進事業

170万4千円

　心豊かな人をはぐくむ 
　　　　教育・文化のまちづくり 
瀬戸内国際芸術祭2010推進事業

527万8千円
安田小学校耐震補強・大規模改修事業

1億273万円

 
明王寺釈迦堂屋根改修事業

215万5千円

　豊かな自然環境と共生する快適で 
　　安全な生活環境のまちづくり 
移住促進対策事業　　156万1千円
神懸通第2集会所建築助成事業

5,665万円
合併処理浄化槽設置整備事業

2,487万8千円
内海ダム再開発事業出資金

5,280万円
道路整備事業　　　　 5,830万円 
港湾整備事業　　　　 1,800万円 
高潮対策事業　　　　 1,500万円 
町営住宅耐震改修事業

1億7,501万円
町営住宅火災警報器整備事業

424万8千円
植松都市下水路整備事業

1億4,800万円

　魅力と活力にあふれた 
　　　　　　　産業のまちづくり 
中山間地域総合整備事業

（農道改修など） 　 9,461万8千円 
オリーブ栽培地基盤整備事業

601万9千円
漁港整備事業　 　 1,374万5千円 
築いそ設置事業　　　590万1千円

私たち一人あたりに使われる金額
　　　　　　　42万 400円
町が賄える金額
　　　　　　　12万9，200円
※Ｈ22．4．1町人口16，618人および自主財源により
　算出しています。

今年度取り組む主な事業
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支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
等

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
は
、

左
記
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
通
り

で
す
。

　

左
記
以
外
で
も
、
小
豆
島
町

に
転
入
し
て
き
た
場
合
や
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
場
合
に
は
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
小
豆
島
町
に
転
入
し
て
き
た

　

場
合

　

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
『
認

定
請
求
書
』
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合

　

『
認
定
請
求
書
』（
既
に
子
ど

も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
兄
弟

が
い
る
場
合
は
『
額
改
定
認
定

請
求
書
』）
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

手
続
き
を
行
う
た
め
に
必
要
な

書
類

◦
認
印

◦
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
身
分

　

を
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◦
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写

　

し
（
厚
生
年
金
な
ど
の
サ
ラ

　

リ
ー
マ
ン
が
加
入
す
る
年
金

　

制
度
に
加
入
し
て
い
る
と
き
）

◦
子
ど
も
手
当
の
振
込
を
希
望

　

す
る
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・

　

氏
名
が
確
認
で
き
る
書
類

※
場
合
に
よ
っ
て
は
右
記
４
点

　

以
外
の
書
類
が
必
要
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
町
で
は
、
申
請
内
容
を
審
査

　

の
う
え
、
受
給
資
格
に
該
当

　

す
る
方
に
は
認
定
通
知
書
を

　

送
付
し
ま
す
。

○
子
ど
も
手
当
の
支
払
は
、
年

　

３
回（
６
月
、
10
月
、
２
月
）

　

で
、
前
月
分
ま
で
の
手
当
を

　

支
払
し
ま
す
。（
原
則
と
し
て

　

口
座
へ
の
振
込
と
な
り
ま
す
。）

　

※
本
年
６
月
の
支
払
は
、
４

　

月
分
と
５
月
分
の
２
か
月
分

　

の
支
払
と
な
り
、
10
月
以
降

　

は
前
月
ま
で
の
４
か
月
分
の

　

支
払
と
な
り
ま
す
。

○
新
た
に
申
請
が
必
要
な
方
が

　

６
月
の
支
給
を
受
け
る
た
め

　

に
は
、
５
月
21
日
㈮
ま
で
に

　

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
、

　

４
月
１
日
時
点
で
子
ど
も
手

　

当
の
支
給
対
象
者
と
な
っ
て

　

い
る
方
は
、
９
月
30
日
㈭
ま

　

で
に
申
請
す
れ
ば
、
４
月
分

　

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
ど
も
手
当
の
受
給
資
格
者

　

は
、
本
町
内
に
住
所
を
有
す

　

る
方
で
、
子
ど
も
を
監
護
し
、

　

か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
す
る

　

父
ま
た
は
母
で
す
。
父
母
に

　

養
育
さ
れ
て
い
な
い
子
ど
も

　

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
監

　

護
し
、
か
つ
、
生
計
を
維
持

　

す
る
方
と
な
り
ま
す
。

※
子
ど
も
手
当
制
度
の
開
始
に

　

伴
い
、
４
月
以
降
、
原
則
と

　

し
て
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

　

ま
せ
ん
が
、
児
童
手
当
の
受

　

給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
本

　

年
６
月
に
限
り
、
子
ど
も
手

　

当
と
は
別
に
、
平
成
21
年
度

　

分
の
児
童
手
当
（
平
成
22
年

　

２
月
分
と
３
月
分
）
が
支
給

　

さ
れ
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の

　

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

住
民
福
祉
課　

子
ど
も
手
当

　

担
当　
　

☎
82
︱
７
０
０
５

子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校
修
了
ま
で

の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
1
万
3
千
円
を
親
等
に
支
給
す
る

制
度
で
、
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

子ども手当　手続きフローチャート

スタート

小豆島町に住所を有する方
で、平成22年４月１日現在
において

中学３年生以下の子どもを
養育していますか？

平成22年３月末時点で、
小豆島町の児童手当を受
給していますか？

申請は不要です
自動的に児童手当から
子ども手当に継続されます

児童手当の対象となる子ど
ものほかに、現在、中学２
年生および中学３年生の子
どもを養育していますか？

はい

子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

子ども手当は支給されません

申請が必要です
・子ども手当認定請求書
・認印
・健康保険被保険者証の写し
　（厚生年金などのサラリーマンが
　　加入する年金制度に加入してい
　　るとき）
・子ども手当の振込を希望する金融
　機関の口座番号・氏名が確認でき
　る書類
　（預金通帳の写しなど）

申請が必要です
・子ども手当額改定認定請求書
・認印

いいえ

はい

いいえ

いいえ はい
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ダ
ダ
ン
・
ク
リ
ス
タ
ン
ト
さ

ん
は
、
人
々
と
社
会
と
の
関
わ

り
と
喪
失
感
を
テ
ー
マ
に
、
出

身
地
固
有
の
地
域
性
を
活
か
し

た
作
品
制
作
で
高
く
評
価
さ
れ

国
際
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
棚
田
の
合
間
を
ぬ

う
よ
う
に
約
１
０
０
０
本
の
竹

を
使
っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

作
品
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ

島
や
東
南
ア
ジ
ア
の
農
家
で
広

く
制
作
さ
れ
る
竹
笛
の
一
種
「
ス

ナ
リ
」
を
模
し
た
も
の
で
、
高

さ
５
ｍ
ほ
ど
の
竹
に
各
々
4
つ

の
節
ご
と
に
東
西
南
北
に
向
く

よ
う
穴
が
開
け
ら
れ
ま
す
。
穴

の
形
状
は
丸
や
三
角
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
、
穴
の
形
状
に
加
え
て

節
の
長
さ
、
竹
の
太
さ
、
吹
き

ぬ
け
る
風
の
強
さ
に
よ
り
、
音

の
高
低
、
強
弱
、
音
色
が
変
わ

り
ま
す
。

　

竹
笛
の
制
作
は
、
5
月
下
旬

に
始
ま
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

も
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
竹
笛
制
作
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
今
後
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

7
月
19
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
瀬
戸
内
海
の
7
つ
の
島
「
小
豆
島
、
直
島
、
豊
島
、

女
木
島
、
男
木
島
、
大
島
、
犬
島
」
と
高
松
港
周
辺
を
舞
台
に
、
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典

　
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
小
豆
島
町
で
は
中
山
地
区
で
、
日
本
を

は
じ
め
、
台
湾
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
ダ
ダ
ン
・
ク
リ
ス
タ
ン
ト
」

さ
ん
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０

　
　
　
　
「
ア
ー
ト
と
海
を
巡
る
百
日
間
の
冒
険
」

作
家
紹
介
　②
　
ダ
ダ
ン
・
ク
リ
ス
タ
ン
ト　

作品タイトル 
「Voices from disappeared 

people－ 声なき人々の声」

ダダン・クリスタント　（インドネシア）
プロフィール
1957年インドネシア生まれ。1986年インドネ
シア美術学校卒業。ニューサウスウェールズ
美術学部講師、シドニー在住。主な展覧会・
プロジェクトに、2008年「Survivor（パフォーマ
ンス）」（ジャカルタ・独立記念公園）、2009年

「American Dreams」（アデレード・Greenaway
 Gallery）など。

日
時　

9
月
19
日
㈰

　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
）

場
所　

土
庄
町
立
中
央
公
民
館

　
　
　

大
ホ
ー
ル

　
　
　

入
場
無
料（
全
席
自
由
）

内
容

　

基
調
講
演

　
　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　
　

松
平　

定
知　

氏

　
　

講
演
テ
ー
マ
「『
私
の
取
材

　
　

ノ
ー
ト
』
〜
そ
の
時
歴
史

　
　

が
動
い
た
の
現
場
か
ら
〜
」

　

ビ
デ
オ
上
映

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

主
催　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　

小
豆
島　

石
の
シ
ン
ポ

　
　
　

ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

共
催　

㈳
小
豆
島
観
光
協
会
、

　
　
　

小
豆
島
町
、
土
庄
町

小
豆
島
ツ
ー
デ
イ
ウ
ォ
ー
ク

　

大
坂
城
残
石
記
念
公
園
や
奇

岩
が
切
り
立
つ
寒
霞
渓
、
島
内

に
点
在
す
る
石
切
り
場
跡
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
を
巡
り

ま
す
。

　

詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
時　

10
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

　
　
　

8
時
～　

雨
天
決
行

会
場　

小
豆
島
町
役
場
・
土
庄

　
　
　

町
役
場

問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
82
︱
７
０
０
７

〜「
石
の
ま
ち
・
小
豆
島
」
か
ら
の
情
報
発
信
で
未
来
を
考
え
る
〜

小
豆
島　

石
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
歴
史
を
動
か
す
〜
石
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
〜
』

松平　定知氏

　

小
豆
島
の
石
材
産
業
の
歴
史
や
文
化
財
的
な
価
値
を
再
検
証
す
る
こ

と
で
「
小
豆
島
石
」
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
産
業
、
観
光
振
興

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
り
組
み
「
小
豆
島　

石
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
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実
施
期
間　

6
月
中
旬（
平
日
）

　

1
泊
2
日

研
修
場
所　

さ
ぬ
き
市
周
辺

募
集
対
象　

町
内
出
身
者
で
、

　

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ

　

る
20
歳
以
上
の
方

　

※
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、

　

初
心
者
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

募
集
定
員　

３
名

申
込
期
間　

5
月
下
旬
～

　

6
月
上
旬

申
し
込
み
先　

内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海

　

洋
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
は
先
着
順
の
た
め
、

　

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
期

　

間
中
で
も
受
付
を
終
了
し
ま

　

す
。

※
詳
し
く
は
、
内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
︵
☎
82
︱
５
１

　

７
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

教育委員会だより
平成22年度香川県B＆G
財団連絡協議会
リーダー研修会の
ご案内

　◦学校教育課　
☎82－7014　

　◦社会教育課　
☎82－7015　

～小豆島の海、子どもとのふれあい、
カヌー等に興味のある方大募集～

平成22年度香川県B＆G財団連絡協議会
リーダー研修会のご案内
～小豆島の海、子どもとのふれあい、
カヌー等に興味のある方大募集～

　

4
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す

る
町
内
の
新
1
年
生
89
名
に
対

し
て
、
㈱
ゼ
ロ
ム
か
ら
目
覚
ま

し
時
計
が
贈
ら
れ
、
3
月
29
日
、

坂
下
町
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

目
覚
ま
し
時
計
に
は
、
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
た
新
１
年

生
に
対
す
る
大
き
な
希
望
と
期

待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
電
話
・
来
所
相
談

（
☎
62
︱
６
２
０
０
）

　

不
登
校（
登
校
し
ぶ
り
）・
い

じ
め
・
進
路
な
ど
、
子
ど
も
の

こ
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

８
時
30
分
～
17
時

親　

の　

会

　

不
登
校（
傾
向
）の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
が
、
お
互
い
の
悩

み
や
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

日　

時　

毎
月
第
４
水
曜
日

14
時
～
16
時

※
都
合
で
変
更
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
少
年
育
成
セ
ン
タ

　

ー
内
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
若
竹
教
室
」

　

☎
62
︱
６
２
０
０

（
場
所
：
土
庄
中
学
校
東
）

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　元気もりもり健康食！

今月のテーマ　～もう１品欲しいときのお助けメニュー～
（小豆島町食生活改善推進協議会）

❖ 栄養価（1人分）

たけのこの和え物２品

❖ 作り方
①たけのこを薄く切る。
②Ａを混ぜ合わせ、①の１/ ２を和える。
③Ｂを混ぜ合わせ、①の残りと和え、もみのりをのせる。

エネルギー　　 42kcal
たんぱく質　　　 4.3 g
脂　　　質　　　 0.2 g
カルシウム　　　 16mg
塩分相当量　　　 3.1 g

A

エネルギー　　 24kcal
たんぱく質　　　 2.1 g
脂　　　質　　　 0.3 g
カルシウム　　　 11mg
塩分相当量　　　 1.0 g

B

❖ 材　料（4人分）
茹でたけのこのやわらかい部分　

2個分
　　梅干　　　　１個

Ａ　かつおぶし　１パック
　　しょうゆ　　小さじ１
　　みりん　　　小さじ１
　　わさび　　　小さじ１/ ３
Ｂ　しょうゆ　　小さじ１
　　酢　　　　　小さじ１
　　もみのり　　適量

{
{

㈱
ゼ
ロ
ム
、
町
内
新
1
年
生
に

目
覚
ま
し
時
計
贈
呈
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広報文芸

後
ろ
か
ら
肩
叩
か
う
か
と
労
り
し
孫
も
去
り
行
き
仏
間
に
ひ
と
り

温
泉
に
連
日
通
ひ
体
調
の
戻
り
来
し
夫　

春
を
喜
ぶ

大
学
を
卒
業
す
る
孫　

這
入
る
孫　

弥
生
は
老
い
も
慌
し
か
り

人
語
言
ふ
ト
ラ
ッ
ク
が
い
ま
左
折
せ
り
人
気
無
き
道
独
り
ご
ち
つ
つ

セ
ー
ル
ス
に
買
ひ
置
き
そ
ば
茶
見
せ
た
れ
ば
も
の
も
言
は
ず
に
す
ご
す
ご
退
散

幼
き
日｢

ど
っ
ち
が
好
き｣

と
父
母
の
問
ひ
に
甘
え
し
わ
れ
の
遠
き
思
ひ
出

満
開
の
思
は
ぬ
ミ
モ
ザ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
弥
生
に
入
り
て
黄
の
色
が
燃
ゆ

ラ
ン
ド
セ
ル
も
個
性
の
時
代
カ
ラ
フ
ル
に
サ
イ
ズ
Ｂ
５
が
Ａ
４
と
な
る

山
下
美
千
代

鎌
野　

博
子

三
木　

隼
人

藤
井　

哲
夫

小
林　

久
子

柴
田　

令
子

照
下　

順
子

や
ぎ
あ
き
ら

短歌　現人
三月例会　詠草

八
十
路
な
ほ
恋
路
を
舞
へ
る
初
稽
古

潮
騒
へ
彩
を
落
と
せ
る
薮
椿

春
炬
燵
雨
の
降
る
日
は
誰
も
来
ず

島
め
ぐ
る
一
人
の
旅
や
山
笑
ふ

知
事
賞
を
受
け
た
る
孫
や
山
笑
ふ

手
作
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
胸
に
青
き
踏
む

京
訛
交
す
一
行
島
遍
路

ゴ
ン
ド
ラ
の
景
を
汚
し
て
黄
砂
降
る

岡
田　

雅
子

柴
田　

禮
美

大
麻　

孝
子

中
岡
佐
智
子

真
砂
つ
ぼ
み

三
木　

智
恵

吉
仲　
　

等

真
砂　

松
韻

生 田 句 会

　「ガーデニング特集」図書展　（約50冊）　
　 ５月30日(日)まで、展示・貸出しますので、ぜひご利用ください。
　 4月23日から引き続き、子ども読書週間にちなんだ展示をしています。
　 ぜひ、お越しください。
　　●優良児童図書展（約50冊）　　　5/16（日）まで………………図書館にて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6/ 1（火）～ 6/30（水）…… 池田子ども文庫にて
　　●人気の図書ベスト20展　　　　　5/29（土）まで………………図書館にて

今月のロビー展

小豆島町立
図書館
☎82－0291

新刊紹介

時の迷路
続　時の迷路
燃料電池のひみつ
エネルギーのひみつ
絵本とあそび
オッパイ星人あらわる

（児童向き）

オー！　ファーザー
あのとき始まったことのすべて
アンバランスな放課後
若草色のポシェット

（ティーンズ向き）

書　名

新聞であそぼう！

子どもおはなし会
古文書（初級）
論語を読む会
おはなしひとみ会
わくわくおはなし会
手作り紙芝居作成日
　　　　〃
古文書を読む会
伊勢物語を読む会
読書会

（内容：「親鸞（上・下巻）」　　五木　寛之著）

1日（土）、2日（日）
　〈13：00 〜 15：00の間〉
2日（日）　15：00 〜 15：30
8日（土）　10：00 〜 12：00
8日（土）　14：00 〜 16：00
9日（日）　14：00 〜 14：30

12日（水）　10：30 〜 11：00
12日（水）　10：00 〜 12：00
19日（水）　10：00 〜 12：00
14日（金）　14：00 〜 16：00
15日（土）　14：00 〜 16：00
23日（日）　14：00 〜 16：00

幼児 ・児童

〃
一　　 般

〃
幼児 ・児童
1 〜 3歳児
一　　 般

〃
〃
〃
〃

5月の行事予定

行　　事　　名 日　　　　　　時 対　象

だあれかな
なあになあに
みんなでいないいないばあ
おへんじはあい
みいつけた

（幼児向き）

世界年鑑　2010
奪われる日本の森
まいにち、うきうき。和の暦
六法全書　平成22年版
魚料理の教科書
裁判百年史ものがたり
高齢者は暮らしている
ふろしき便利帖
手づくりくるみボタンの本
元気が出るえごま料理
おしゃれ上手
社会人の出直し英語
ピストルズ
神苦楽島（上・下巻）
真昼なのに昏い部屋
ブラックテェンバー
我☆神　ＧＡ・ＳＨＩＮ！
光媒の花
マドンナ・ヴェルデ
小説一途　ふたりの「源氏物語」
向田邦子全集（別巻１）

共同通信社編
平野秀樹ほか
堀　 川　　　 波
有 斐 閣 編
川　 上　 文　 代
夏　 樹　 静　 子
結城康博ほか
菊　 田　 圭　 子
田口由香ほか
田　 中　 敦　 子
酒　 井　 美 意 子
長　 崎　 玄　 弥
阿　 部　 和　 重
内　 田　 康　 夫
江　 國　 香　 織
大　 沢　 在　 昌
花　 村　 萬　 月
道　 尾　 秀　 介
海　 堂　　　 尊

向　 田　 邦　 子

新刊紹介（一般向き）

書　　　　名 著者名

田辺聖子・
瀬戸内寂聴

働く婦人の家講座受講生募集（6月開講）働く婦人の家講座受講生募集（6月開講）働く婦人の家講座受講生募集（6月開講）
講 座 内 容

人 　 形
籐 細 工
パッチワーク

第 ２ 水 曜 日 
第２・４木曜日 
第２・４土曜日

13：30～15：30
13：30～15：30
13：30～15：30

講師名
坂井　鈴子 
松岡志保子 
大倉　久誉 

くるみ絵と簡単
なパッチワーク 第 １ 土 曜 日 13：30～15：30

練　　　習　　　日

会　費　１回500円～1，000円
申込締め切り　 ５月20日㈭
問い合わせ・申し込み先　働く婦人の家　☎82−0410
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４
月
か
ら
倒
産
、
解
雇
な
ど

で
職
を
失
っ
た
失
業
者
の
方
々

に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

軽
減
制
度
で
は
、
雇
用
保
険

の
特
定
受
給
資
格
者（
倒
産
・
解

雇
な
ど
に
よ
る
離
職
等
）お
よ
び

特
定
理
由
離
職
者（
雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
等
）の
方
の
国
民

健
康
保
険
税
を
翌
年
度
末
ま
で

前
年
の
給
与
所
得
を
100
分
の
30

と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

１
．
軽
減
の
要
件
（
次
の
す
べ

　

て
に
当
て
は
ま
る
方
）

　

①
離
職
日
が
平
成
21
年
３
月

　
　

31
日
以
降
で
あ
る
こ
と

　

②
離
職
日
に
お
い
て
65
歳
未

　
　

満
で
あ
る
こ
と

　

③
自
己
の
意
志
に
反
す
る
離

　
　

職
で
あ
る
こ
と
（
自
己
都

　
　

合
に
よ
る
退
職
、
定
年
退

　
　

職
は
対
象
外
）

　

④
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
　

の
交
付
を
受
け
て
お
り
、

　
　

離
職
理
由
の
番
号
が
「
11
、 

　
　

12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、 

　
　

33
、
34
」
の
い
ず
れ
か
で
あ

非
自
発
的
失
業
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

～
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
～

　

本
町
で
は
、
大
雨
、
地
震
、

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、

日
頃
の
行
政
の
広
報
手
段
と
し

て
の
通
信
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
平
成
20
年
度
か
ら
３
か
年

を
か
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行

政
無
線
の
整
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

　

新
た
に
整
備
す
る
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
屋
外
放
送
に
加
え
、
各
戸

に
設
置
す
る
「
戸
別
受
信
機
」

か
ら
も
放
送
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
は
、
５
月
中
旬

か
ら
随
時
、
取
り
付
け
受
託
業

者
に
よ
り
、
一
般
家
庭
に
設
置

し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
は
、
町
内
の
各

家
庭
に
無
償
で
貸
与
し
ま
す
の

で
、
設
置
に
か
か
る
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
地
形
や
設
置
場
所
に

よ
り
、
電
波
状
況
が
悪
い
場
合

は
、
専
用
の
外
部
ア
ン
テ
ナ
を

取
り
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

戸別受信機

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

情
報
管
理
室

　
　
　

☎
82
︱
７
０
０
１

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
場
合
に
、
円
滑

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
愛
が
ん
鳥
を
飼
っ
て
い
る

方
は
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

対
象
は
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼

わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
鳥
類
で

す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

鳥
の
種
類
、
羽
数
、
飼
っ
て
い

る
状
況
を
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
農
林
水
産
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

県
畜
産
課
と
共
有
し
、
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時

に
情
報
提
供
す
る
際
な
ど
に
活

用
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
先

　

農
林
水
産
課

　

☎　

75
︱
１
９
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
75
︱
１
５
２
２

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
畜
産
課

　

☎
087
︱
832
︱
３
４
２
８

愛
が
ん
鳥
の
飼
育
者
の
方
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い

　
　

る
こ
と
。

２
．
届
出
に
必
要
な
も
の

　

⑴
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

⑵
印
鑑

　

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
は
、

　
「
医
療
給
付
費
分
」・「
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
」・「
介
護
納
付

金
分
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
「
医
療
給
付
費
分
」

の
課
税
限
度
額
が
47
万
円
か
ら

50
万
円
、「
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
」
の
課
税
限
度
額
が
12
万
円

か
ら
13
万
円
に
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
税
率
お
よ
び
「
介
護

納
付
金
分
」
の
課
税
限
度
額
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
前
年
中
（
課
税
年

度
の
前
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
）
の
所
得
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
、
町
県
民

税
ま
た
は
所
得
税
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
が
な
い
場

合
、
正
し
い
保
険
税
額
を
算
定

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
保
険
料

の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
３

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
が
変
わ
り
ま
す

前
年
中
の
所
得
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
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①
不
眠
、
昼
夜
逆
転

　

夜
間
眠
れ
ず
に
大
声
を
あ
げ

た
り
、
家
を
飛
び
出
し
た
り
す

る
行
動
は
、
認
知
症
高
齢
者
の

約
３
割
に
み
ら
れ
る
家
庭
介
護

の
限
界
を
迎
え
や
す
い
症
状
の

ひ
と
つ
で
、
認
知
症
の
方
だ
け

で
な
く
家
族
も
疲
労
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

こ
う
し
た
行
動
を
防
ぐ
に
は
日

中
で
き
る
だ
け
横
に
な
ら
ず
、

一
緒
に
会
話
や
散
歩
を
し
た
り
、

家
事
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う

な
ど
、
日
中
の
生
活
を
活
動
的

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
寝
る
前
に
足
浴
や
入
浴
を
し

て
体
を
温
め
た
り
、
テ
レ
ビ
を

見
る
時
間
を
控
え
る
こ
と
も
効

果
的
で
す
。
症
状
が
長
く
続
く

よ
う
で
あ
れ
ば
専
門
医
を
受
診

し
て
薬
で
の
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
症
状
が
落
ち
着
い
た
と
い

う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

②
何
で
も
集
め
る

　

認
知
症
の
方
は
、
他
人
の
目

に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
に
物
を
大

事
に
し
ま
い
込
ん
だ
り
、
同
じ

物
を
何
個
も
集
め
た
り
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
き
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
他
人
に
は
ゴ
ミ
に
思

え
る
物
で
も
、
集
め
て
い
る
本

人
に
は
意
味
が
あ
る
物
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
「
こ
れ
は
ゴ
ミ
で
し
ょ
」　「
汚

い
か
ら
捨
て
て
」
と
つ
い
言
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

害
の
な
い
物
は
そ
っ
と
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
腐
っ
て
し
ま
う
食
料
品

や
不
衛
生
な
も
の
は
、
少
し
ず

つ
気
づ
か
れ
な
い
う
ち
に
そ
っ

と
捨
て
ま
し
ょ
う
。
本
人
が
い

な
い
時
に
処
分
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
何
を
持
っ
て
き
た

か
覚
え
て
い
て
、
泥
棒
が
入
っ

た
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
見
極
め
が
必
要
で
す
。

　

地
域
で
自
主
的
に
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
へ
の
声
か
け
や
見
守

り
な
ど
、
介
護
予
防
の
取
り
組

み
を
行
お
う
と
す
る
方
を
対
象

に
、
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

く
た
め
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
講
座
を
修
了
し
た
「
小

豆
島
町
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
登
録
者
の
う
ち
、
希
望
す
る

方
に
は
、
今
年
度
県
下
で
初
め

て
発
足
し
た
「
介
護
予
防
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

6
月
11
日
㈮

　
　
　
　
　

16
日
㈬

　
　
　
　
　

23
日
㈬

　
　
　
　
　

30
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

　
　
　

※
4
日
間
全
て
の
講
座

　
　
　
　

を
受
講
し
て
い
た
だ

　
　
　
　

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
場　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

平成22年度温浴健康教室のご案内
場　所　サン・オリーブ
時　間　13時30分〜 14時30分　健康教室（健康体操）
　　　　14時30分〜 15時30分　温　　浴（入浴）
参加費　無料（ただし、飲食などは自己負担）

　• 送迎は電話でお申し込みください。
　• どの日でもサン・オリーブにお越しいただけ
　れば参加できます。
　• 6月3日以降の日程は未定（毎週木曜の予定）
　ですが、決まり次第お知らせします。
　• 5月6日はお休みします。
　• 飲酒をされた方、また体調不良などで運動が困難な
　場合は参加をご遠慮ください。
　• 会場に血圧計を設置していますので、健康管理にご
　利用ください。
　• 入浴時の介助等は出来かねますのでご了承ください。
　申し込み先　保険事業課国保係（☎82－7006）

日　程 送　　迎　　地　　区
５月13日 室生・二面・吉野・蒲野・神浦

西村・草壁・安田・馬木・苗羽・
古江・堀越・田浦・坂手
西村・草壁・安田・ 橘 ・岩谷・
当浜・福田・吉田５月27日

５月20日

小豆島町地域包括
　支援センター
　☎82－7006

　

先
月
に
引
き
続
き
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

内
容　

介
護
予
防
、
健
口
体
操

　
　
　

転
倒
予
防
体
操
、
認
知

　
　
　

症
に
つ
い
て
な
ど

申
し
込
み
先　

小
豆
島
町
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82
︱
７
０
０
６

申
し
込
み
締
め
切
り　5

月
28
日
㈮

平
成
22
年
度
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

平
成
22
年
度
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

平
成
22
年
度
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
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昨
年
度
か
ら
、
が
ん
検
診
受

診
率
を
50
％
に
上
げ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
女
性
特
有
の
が

ん
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
に
よ
り
次
の
対
象
者

の
方
は
、
乳
が
ん
検
診
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
は
、

本
町
が
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診

（
集
団
検
診
）の
対
象
と
な
り
、

個
別
に
案
内
し
ま
す
。
通
知
の

な
い
方
は
、
保
険
事
業
課
（
☎

82
︱
７
０
３
８
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

乳
が
ん
検
診
は
検
査
可
能
な

人
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
予
約

制
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
で
、

ま
だ
平
成
22
年
度
の
乳
が
ん
検

診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
左
記
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
者
に
は
、

後
日
時
間
等
を
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
順
に
予
約

と
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
等
は
、

希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

検
査
内
容　

視
触
診
検
査
、
マ

　

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
険
事
業
課　
保
健
管
理
係

☎
82
︱
７
０
３
８

乳
が
ん
無
料
検
診
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
無
料
検
診
の
お
知
ら
せ

　

年
度
途
中
に
新
た
に
75
歳
に

な
っ
た
方
の
被
保
険
者
証
は
、

誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
香
川
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
誕
生

日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
途
中
に
転
入
し
た
方
や

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方
、
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
の
う
ち
、
申
請
に
よ

り
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
広
域

連
合
か
ら
認
定
を
受
け
た
方
の

被
保
険
者
証
は
、
基
本
的
に
即

日
交
付
で
す
が
、
後
日
送
付
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

★
保
険
料
に
つ
い
て

　

年
度
途
中
に
加
入（
異
動
）さ

れ
た
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と（
普
通
徴
収
）と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
額
は
資
格

取
得
日
を
含
む
月
か
ら
月
割
り

で
算
定
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収
の
条
件
を
満
た
す

方
に
つ
い
て
は
、
資
格
を
取
得

し
て
か
ら
一
定
の
期
間
が
経
過

し
た
後
に
普
通
徴
収
か
ら
特
別

徴
収
に
切
り
替
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
口

座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

通
知
時
期　

資
格
取
得
日
を
含

む
月
の
翌
々
月
の
上
旬（
た
だ
し
、

４
月
に
加
入（
異
動
）さ
れ
た
方

は
、
７
月
の
通
知
に
な
り
ま
す
。）

通
知
書　
『
保
険
料
額
決
定
通

知
書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
』

が
税
務
課
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
保
険
事
業
課　
☎
82
︱
７
０
０
６

　

税　
務　
課　
☎
82
︱
７
０
０
３

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合
事
務
局

☎
087
︱
811
︱
１
８
６
６

　

年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方
の
被
保
険

者
証
と
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事　　由

新たに75歳になる方 

転入

生活保護の停止または廃止

資 格 取 得 日

誕生日 

転入により住所を定めた日

停止または廃止となった日

１

２

３

※65歳から74歳までの一定の障害がある方
（障害認定を受けるには申請が必要です。）

4 0 歳 

4 5 歳 

5 0 歳  

5 5 歳  

6 0 歳

昭和44年４月２日～昭和45年４月１日

昭和39年４月２日～昭和40年４月１日 

昭和34年４月２日～昭和35年４月１日 

昭和29年４月２日～昭和30年４月１日 

昭和24年４月２日～昭和25年４月１日

対象者は下記の期間に生まれた女性です

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

★
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
る
方

の
資
格
取
得
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

障害認定（※） 後期高齢者医療広域連合の認定を
受けた日４
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①
カ
ロ
リ
ー
を
と
り
す
ぎ
な
い

　

肥
満
の
方
は
標
準
体
重
の
方

に
比
べ
て
、
糖
尿
病
は
５
倍
、

高
血
圧
・
痛
風
・
心
臓
病
な
ど

は
２
～
３
倍
の
発
症
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
や
せ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
食
事
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
必
要
で
す
。
標
準
体
重
を
目

標
に
し
て
、
１
日
３
食
、
規
則

正
し
く
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

今
ま
で
よ
り
も
食
事
量
が
少
な

く
な
り
ま
す
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
少
な
い
野
菜
や
き
の
こ
な

ど
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
出
す
な

ど
、
あ
ま
り
負
担
の
か
か
ら
な

い
減
量
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
塩
分
を
減
ら
す

　

塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
高
血
圧

を
ま
ね
き
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
発
症
の
危
険
因
子
と
な
り
ま

す
。
平
成
17
年
お
よ
び
18
年
国

民
栄
養
調
査
に
お
け
る
18
歳
以

上
の
食
塩
摂
取
量
は
、
男
性
で

11
・
５
ｇ
／
日
、
女
性
で
10
・
０

ｇ
／
日
で
日
本
人
の
食
事
摂
取

基
準
の
目
標
量
で
あ
る
男
性
9.0

ｇ
／
日
未
満
、
女
性
7.5
ｇ
／
日

未
満
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
濃
い
味
付
け
を
好
む
方
、

外
食
の
多
い
方
な
ど
は
塩
分
過

剰
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
薄
味

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
工

夫
を
し
て
減
塩
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

③
動
物
性
脂
肪
を
減
ら
す

　

動
物
性
脂
肪
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
飽
和
脂
肪
酸
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
を
高
め
、
血
栓
を

作
り
や
す
く
し
ま
す
。
魚
の
脂

肪
に
含
ま
れ
て
い
る
不
飽
和
脂

肪
酸
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を

改
善
し
、
血
栓
を
作
り
に
く
く

し
ま
す
。
油
脂
類
は
非
動
物
性

油
を
中
心
に
適
量
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
食
物
繊
維
を
し
っ
か
り
と
る

　

食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、

食
物
繊
維
の
摂
取
量
は
年
々
減

少
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
根
菜
類
を
含
む
野
菜
や

豆
類
の
と
り
方
の
減
少
、
精
製

加
工
食
品
な
ど
の
利
用
の
増
加
、

米
の
摂
取
量
の
減
少
な
ど
が
そ

の
背
景
に
あ
り
ま
す
。
成
人
の

食
物
繊
維
の
食
事
摂
取
基
準
は

男
性
19
ｇ
／
日
以
上
、
女
性
17

ｇ
／
日
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
号
で
は
、
具
体
的
な
実

践
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

•保険事業課　　　　☎82－7038
•池田総合窓口センター　☎75－0558

調子はいかが？
にこにこプラン21
から

　

食
生
活
は
健
康
の
た
め
の
大

き
な
要
素
で
あ
り
、
食
生
活
の

乱
れ
は
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
に
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
的
な

食
生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
を
自
覚
し
、
食
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
持
つ
と
と
も
に
、

食
育
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
等
が
連
携

し
て
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

栄
養
・
食
生
活
に
つ
い
て

に
こ
に
こ
プ
ラ
ン
21
か
ら

　

世
界
の
各
地
で
は
、
今
も

な
お
大
規
模
災
害
や
武
力
紛

争
が
あ
と
を
た
た
ず
、
多
く

の
人
が
飢
え
や
病
気
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も

台
風
災
害
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
人
的
・
物
的
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
間

の
い
の
ち
と
、
健
康
、
尊
厳

を
守
る
た
め
、
迅
速
か
つ
継

続
し
た
救
援
活
動
を
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
救
急
法
・

幼
児
安
全
法
な
ど
の
講
習
の

普
及
や
血
液
事
業
の
推
進
、

奉
仕
団
・
青
少
年
赤
十
字
活

動
の
拡
充
等
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
日
本

赤
十
字
社
の
社
員
の
方
々
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
「
社
費
」

と
「
寄
付
金
」
を
財
源
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
赤
十
字
社

員
に
ご
加
入
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
事
業
の
拡
充
・
発

展
が
可
能
と
な
り
、
多
く
の

人
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
自
治
会
・

婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
各

戸
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　
社
会
福
祉
係

☎
82
︱
７
０
０
５

　

池
田
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
８ 「赤十字社員」にご加入ください

あなたが支える赤十字の活動
5月は、赤十字社員増強運動月間です
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　新年度を迎え、町内各地の保育所、幼
稚園、小・中学校で入学式が行われまし
た。新入生たちは、少し緊張の表情を見
せながらも、名前を呼ばれると大きな声
で返事をして、新しい友だちとの出会い
や新しく始まる学校生活に目を輝かせて
いました。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課　広報秘書係　☎75－1800

大 町内各地で入学式

きな希望を胸に

介 介護予防支援ボランティア制度発会式

護予防の意識を高めて

三 花とアートの三都フェスタ

都アートクロスで盛大にスタート

　3月20日、「花とアートの三都フェスタ」
のオープニングを飾る現代アート展「三都
アートクロス」が開幕を迎え、吉野農村公
園でセレモニーが行われました。
　セレモニー後は、参加者がそれぞれ作品
を見学したり、ふるまわれた打込うどんに
舌鼓を打つなど、会場周辺ではにぎわいを
見せていました。

　3月24日、オリーブ記念館で、介護予
防支援ボランティア制度発会式が行われま
した。この制度は、高齢者の方が安心して
暮らすことができる地域社会の支援体制づ
くりをめざし、地域における介護予防の取
り組みを支援する制度です。発会式では、
ボランティアに登録した方に、坂下町長か
ら登録証が手渡されました。

島 小豆島オリーブバス運行開始

民のための公共交通をめざして

　3月31日、4月からの小豆島オリーブバス株式会
社の路線バス運行開始を記念して、土庄町の小豆島
バスターミナルで路線バス運行開始式が行われまし
た。式典では、運行開始を祝うテープカットが行わ
れ、谷久社長は「島民に愛され、利用してもらえる
バス会社にしていきたい」と話していました。
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瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
期
間
中
、

フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
大
幅
増
便
し
ま
す

13

　May

区
分　

大
学
卒
業
程
度

受
験
資
格　

平
成
23
年
4
月
1

　

日
現
在
で
満
22
歳
以
上
29
歳

　

以
下
の
方
（
昭
和
56
年
4
月

　

2
日
か
ら
平
成
元
年
4
月
1

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

　

な
お
、
満
21
歳
以
下
で
も
、

　

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）等

　

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

　

23
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業

　

す
る
見
込
み
の
方（
い
わ
ゆ
る

　

飛
び
級
に
よ
る
大
学
卒
業（
見

　

込
み
）者
）等
は
受
験
で
き
ま

　

す
。

受
付
期
間

　

5
月
20
日
㈭
～
6
月
8
日
㈫

試
験
日

第
1
次
試
験

　

6
月
27
日
㈰

　

集
団
面
接
試
験
等

　

7
月
中
旬

　

合
格
発
表
日　

7
月
26
日
㈪

第
2
次
試
験

　

適
性
検
査　

8
月
上
旬

　

口
述
試
験　

8
月
中
下
旬

月5

募
集

R
ecru

itm
en

t

第
38
回
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

内
海
保
育
所
で
は
、
5
月
以

降
の
「
に
こ
に
こ
広
場
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
内
で
保
育
し

て
い
る
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち

が
い
っ
し
ょ
に
保
育
所
に
集
ま

り
、
こ
こ
で
の
体
験
を
通
し
て
、

子
育
て
家
庭
の
仲
間
づ
く
り
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
児　

生
後
７
か
月
か
ら
5

　

歳
ま
で

定
員　

10
名
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み
受
付

　

5
月
11
日
㈫　

9
時
～

申
し
込
み
先　

内
海
保
育
所　

☎
82
︱
３
８
３
７

　

最
終
合
格
発
表
日　

8
月
下
旬

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
087
︱
832
︱
３
７
１
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w

.pref.kagaw
a.

　
lg.jp/jinjii/saiyou/

に
こ
に
こ
広
場
参
加
者
募
集

香
川
県
職
員
等
採
用
試
験

　

風
薫
る
5
月
、
新
緑
を
楽
し

み
な
が
ら
島
の
尾
根
道
を
き
れ

い
に
す
る
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ

ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
ど

な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

5
月
30
日
㈰

　

9
時
30
分
集
合　

※
小
雨
決

　

行
集
合
場
所

Ａ
コ
ー
ス　

銚
子
渓
・
駐
車
場

　

東
奥
の
空
地

Ｂ
コ
ー
ス　

寒
霞
渓
・
三
笠
山

　

登
り
口
の
「
碑
」
の
前

　

出
発
は
Ａ
、
Ｂ
と
も
10
時

日
時　

6
月
6
日
㈰

　
　
　

9
時
～
12
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

対
象　

6
歳
児
ま
で（
無
料
）

内
容　

ハ
ミ
ガ
キ
指
導
、
フ
ッ

　

素
塗
布
、
歯
垢
染
色
、
栄
養

　

士
に
よ
る
食
育
コ
ー
ナ
ー

　
（
相
談
）、
そ
の
他
楽
し
い
イ

　

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

　

す
。

第
20
回｢

歯
の
健
康
祭｣

問い合わせ先
　㈱フェリーさんふらわあ　☎06−6613−1571　☎82−2221

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
期
間
中
、

フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
大
幅
増
便
し
ま
す

下り

坂手港発

小　

豆　

島

　
　
（
季
節
便
）

坂手港着大阪南港ATCのりば発

大阪南港ATCのりば着
17：0013：35

12：259：00１便
上り
１便

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
フ
ェ

リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
大
幅
増
便
し
ま
す
。
運
航
期
間
と
運
航

時
間
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５月１日㈯～５月５日㈬
５月22日㈯・23日㈰オリーブマラソン開催前日および当日
７月18日㈰～７月31日㈯
８月１日㈰～８月29日㈰
９月18日㈯～９月20日㈪、９月25日㈯、26日㈰
10月２日㈯、３日㈰、９日㈯～ 11日㈪、16日㈯、
17日㈰、23日㈯、24日㈰、30日㈯、31日㈰
11月20日㈯、21日㈰、27日㈯、28日㈰

５月

７月
８月
９月

10月

11月

運航時間

運航期間
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
期
間
中
、

フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
大
幅
増
便
し
ま
す

※12月以降は未定です。詳しくは、お問い合わせください。
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相
談

A
d
v
ice

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
14
日
㈮10

時
～
15
時

場
所　

池
田
庁
舎　

第
３
会
議

　

室
※
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
送

付
さ
れ
た
封
筒
一
式
、
印
鑑
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

年
金
係

☎
82
︱
７
０
０
５

日
時　

５
月
29
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
17
時

（
入
場
16
時
ま
で
）

場
所　

か
が
わ
国
際
会
議
場 

　

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
６
Ｆ

対
象　

再
就
職
を
考
え
て
い
る

　

看
護
職
、
就
職
活
動
中
の
看

　

護
学
生

内
容　

求
人
を
予
定
し
て
い
る

　

県
内
の
病
院
が
一
堂
に
集
ま

平
成
22
年
度
看
護
職
員
合
同

就
職
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
定
期
便
相
談
の

お
知
ら
せ

  

真
向
法
体
操
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
、
た
っ

た
3
分
間
、
4
つ
の
動
作
で
、

手
軽
に
で
き
る
若
さ
を
保
つ
健

康
体
操
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

5
月
31
日
㈪

　

14
時
～
16
時

場
所　

内
海
福
祉
会
館
２
階

講
師　

真
向
法
協
会
会
長

　
　
　

佐
藤 

良
彦
先
生

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

岡
田 

稔

☎
82
︱
０
８
７
５

真
向
法
体
操
の
講
習
会

受付

日
時　

５
月
６
日
㈭

  

①
9
時
30
分
～
15
時
30
分

  

②
10
時
～
15
時

場
所　

①
高
松
家
庭
・
簡
易
裁

　
　
　
　

判
所
庁
舎
１
階　

高

　
　
　
　

松
市
丸
の
内
２
︱
27

　
　
　

②
高
松
地
方
裁
判
所
丸

　
　
　
　

亀
支
部　

丸
亀
町
大

　
　
　
　

手
町
３
︱
４
︱
１

相
談
方
法

　

面
談
で
の
法
律
相
談
（
30
分

　

程
度
）

憲
法
週
間
記
念
無
料

法
律
相
談

コ
ー
ス

Ａ
コ
ー
ス
銚
子
渓
→
美
し
の
原

Ｂ
コ
ー
ス
寒
霞
渓
→
美
し
の
原

　

12
時
30
分
頃
現
地
到
着
後
、

　

昼
食
・
学
習
会

　

14
時
頃
現
地
解
散

持
ち
物
・
服
装

　

弁
当
・
水
筒
・
帽
子
・
タ
オ

　

ル
・
雨
具
・
は
さ
み
火
ば
し
・

　

作
業
着
・
履
き
な
れ
た
靴
・

　

筆
記
具

申
し
込
み
先

　

土
庄
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に

　

５
月
27
日
㈭
ま
で｢

申
込
書

　

入
れ｣

を
設
置
し
ま
す
。

※
当
日
参
加
も
可

問
い
合
わ
せ
先

　

大
内 

秀
樹

　

☎
62
︱
０
２
７
１

内
海
病
院
健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

５
月
の
テ
ー
マ
は
「
糖
尿
病
」
で
す

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
糖
尿
病
患
者
が
７
４

０
万
人
、
予
備
軍
を
入
れ
る

と
、
成
人
の
６
人
に
１
人
、

２
，２
１
０
万
人
に
糖
尿
病
の

疑
い
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

喉
が
よ
く
乾
い
た
り
、
夜

ト
イ
レ
回
数
が
増
え
た
り
し

て
気
に
な
り
つ
つ
、
た
い
し

た
こ
と
は
な
い
と
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
糖
尿
病
に
つ
い
て

各
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
お
話
し
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
㈫

14
時
～
15
時
30
分

場
所　

内
海
病
院
３
階
大
会

　
　
　

議
室

問
い
合
わ
せ
先

　

内
海
病
院

　

☎
82
︱
２
１
２
１

★
必
ず
受
付
時
間
内
に
受
付
を

　

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

相
談
費
用　

無
料

予
約　

不
要
（
受
付
順
）

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
087
︱
822
︱
３
６
９
３

　

り
、
各
施
設
ブ
ー
ス
に
分
か

　

れ
て
病
院
の
看
護
管
理
者
や

　

先
輩
看
護
師
か
ら
直
接
、
採

　

用
条
件
や
看
護
内
容
な
ど
の

　

職
場
紹
介
を
行
う
。

   

ま
た
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に

　

よ
る
就
業
相
談
お
よ
び
無
料

　

職
業
斡
旋
を
実
施
す
る
。

費
用　

無
料　

予
約
不
要

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
医
務

　

国
保
課☎

087
︱
832
︱
３
２
５
５

　

香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
087
︱
864
︱
９
０
７
５

　

携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か

ら
の
119
番
通
報
に
お
い
て
、
迅

速
に
通
報
位
置
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
位
置
情
報
通
知
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
５
月
か
ら
開

始
し
ま
す
。

消
防
本
部
か
ら
の
お
願
い

　

携
帯
電
話
で
119
番
通
報
し
た

場
合
、
そ
の
携
帯
電
話
の
機
種

や
電
波
の
受
信
状
態
に
よ
り
、

通
知
さ
れ
る
位
置
情
報
に
誤
差

が
生
じ
、
通
報
場
所
の
正
確
な

位
置
を
特
定
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
119
番
通
報
の
際
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
住
所

や
目
標
物
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
消
防
本
部
通
信
指

　

令
室　
　

☎
62
︱
２
２
２
０

小
豆
地
区
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ
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町内の

発生状況

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報

【3月】

ウォーキングマシン、エアロバイク、
すべり台はリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。

リサイクル用品の情報をお待ちしていま
す。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

（3・4月受付分）

区　分
発　　生
負 傷 者
死 亡 者
火　　災
救　　急

件　数
08

8
00

20
25
00

19
23
00

10
66

2
158

13
143

1月からの
累　　計 昨年同期

●内海病院整備基金へ
　▷今城　律子（神懸通）
●介護老人保健施設うちのみへ
　▷JA内海女性部
●社会福祉協議会へ
　▷中野　高義（蒲生）

みなさんからの （敬称略）寄　付

【求めます】
ギター　エレキ、アコースティック問わず	 無償
自転車　幼稚園児適応サイズ	 無償
電子エレクトーン	 有償
ベビーバスケット	 無償
チャイルドシート	 無償
食卓用ベビーチェア	 無償

【譲ります】
お昼寝布団	 無償

5月　くらしのカレンダー 事故・火災・救急

 

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています！
小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

　▷中村　雅信
　　　　（神奈川県三浦郡葉山町）

ふるさと納税（寄付）

今 月 の 納 税
◦固定資産税　　　　 1期
◦軽自動車税　　　　 全期
納期限は

5月31日㈪です。
※口座振替の方は通帳残高を
　ご確認ください。

1日
2日
3日
4日
5日
6日
7日

8日
9日
10日

11日

12日

13日

14日
15日
16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日

27日
28日
29日
30日
31日

土
日
月
火
水
木
金

土
日
月

火

水

木

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

木
金
土
日
月

ポリオ予防接種　　14：30〜15：00受付　老人保健施設うちのみ

内海病院健康教室　14：00〜15：30　内海病院３階大会議室
　『糖尿病について』

すくすくルーム
（対象児：平成22年２月生まれ）10：00集合
ベビーサロン　　　11：00〜12：00　　　　イマージュセンター

心配ごと相談所　　13：30～15：30　 内海庁舎　第１相談室

心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター

入浴サービス　　　豊寿園

入浴サービス　　　豊寿園

行政相談　　　　13：30〜16：00　内海庁舎１階　第１相談室

オリーブマラソン全国大会　　　　　　　　　 坂手港周辺

行政相談　　　　13：30〜16：00　池田保健センター１階　保健指導室
いこいの場　　　10：00集合　　　　　　　　　 内海庁舎

}

乳児健診　13：45〜14：00受付
（４か月児対象：平成21年12月３日〜平成22年２月26日生）
　　　　　13：15〜13：30受付

（10か月児対象：平成21年６月８日〜８月26日生）
　老人保健施設うちのみ

乳がん検診　　　　　10：00〜11：00受付　　　二生公民館　　　　　　　　　13：00〜14：00受付　　
乳がん検診　　　　　10：00〜11：00受付　　　福田公民館　　　　　　　　　13：00〜14：00受付　

乳がん検診　　　　　10：00〜11：00受付　　　西村公民館　　　　　　　　　13：00〜14：00受付　
乳がん検診　　　　　10：00〜11：30受付　　内海保健センター　　　　　　　　　13：00〜14：00受付　

}
}

}
}
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人
の
動
き

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

3
月
11
日
か
ら
4
月
10
日
ま
で

◎　
出　
　

生
（
４
人
）

【
お
め
で
た
】

　

赤
ち
ゃ
ん　
性
別　

保
護
者　

地　

区

潟
元
梨り

あ
ら
愛
来　

女　
一　

年　
草
壁
本
町

福
井
瑠る

　
り莉　

女　　

真　
　

馬　

木

岡
部
花か

の
ん音　

女　
達　

哉　
坂　

手

岡
部
純じ

ゅ
ん
と士　
男　
達　

哉　　

〃

　

氏　

名　

歳　
世
帯
主　
地　

区

森
川
國
江	

94	

英　

明	

池　

田

三
木
克
巳	

58	

こ
ず
え	　

〃

西
㟢
道
雄	

83	

玲　

子	　

〃

中
野
初
惠	

95	

本　

人	

蒲　

生

坂
口
弘
信	

74	

妙　

子	

吉　

野

森
川
政
一	

89	

公　

夫	　

〃

丸
柱
信
輔	

86	

善　

朗	

西　

村

小
川
昭
次	

82	

豊　

子	

神
懸
通

今
城
昭
助	

81	

律　

子	　

〃

中
西
家
定	

92	　

春	

　

〃

濵
田　

隆	

73	

悠　

希	　

〃

寺
嶋
髙
義	

87	

喜
代
子	　

〃

福
井　

大	

75	

本　

人	

草
壁
本
町

西
谷
勝
彦	

63	

本　

人	　

〃

谷
岡
隆
子	

79	

本　

人	

片　

城

◎　
死　
　

亡
（
21
人
）

【
お
く
や
み
】

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

谷
中
唯
一	

88	

秀　

子	

安　

田

岡
井
敏
栄	

78	　

潔	

　

〃

中
木
幸
一	

61	

美
惠
子	　

〃

長
谷
川
庄
八
郎	

86	

好　

徹	

馬　

木

山
室
み
ち
子	

94	

本　

人	

苗　

羽

辻
岡
キ
ミ
子	

77	

本　

人	　

〃

▽
3
月
28
日
、
田
浦
半

島
で
行
わ
れ
た
健
康
ウ

オ
ー
ク
に
取
材
が
て
ら

カ
メ
ラ
を
片
手
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

写
真
を
撮
り
な
が
ら

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
さ

す
が
に
半
分
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か

ら
車
で
移
動
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と

少
し
後
悔
し
ま
し
た
が
、
普
段
通

る
こ
と
の
少
な
い
コ
ー
ス
に
新
鮮

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

あとがき
（編集を終えて）

人　口　16,057人　（△110人）
男　性　 7,533人　（△57人）
女　性　 8,524人　（△53人）
世帯数　 6,751世帯 （△29）

（４月1日現在　　（　）内は前月比）

　

高
校
を
卒
業
し
て
小
豆
島
を

出
て
か
ら
29
年
。
い
つ
の
ま
に

か
島
で
過
ご
し
た
年
月
よ
り
は

る
か
に
長
い
年
月
を
島
の
外
で

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
っ
て
も
、
学
生
時
代

を
除
き
、
比
較
的
島
に
近
い
大

阪
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
母
が
一
人
で
実
家

を
ま
も
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
年
に
２
～
３
回
は

帰
省
し
て
い
る
の
で
、「
ふ
る
さ

と
は
遠
く
に
あ
り
て
…
」
と
い

う
程
の
距
離
感
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
気
持
ち
の
う
え
で
は
、
今

で
も
島
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な

感
じ
が
あ
り
ま
す
。

　

帰
省
は
、
ど
う
し
て
も
盆
と

正
月
の
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
墓
参
り
だ
の
大
掃
除
だ
の
行

事
が
あ
っ
て
特
別
に
何
か
を
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
昨
年
か
ら
家
族
で
、
島

八
十
八
箇
所
を
徒
歩
で
回
る
こ

と
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
14
箇
所
を
回
っ
た
だ

け
で
す
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、

今
ま
で
島
八
十
八
箇
所
参
り
を

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
に
と

っ
て
は
、
初
め
て
お
参
り
す
る

所
が
多
く
、
ま
た
、
普
段
な
ら

車
で
通
り
過
ぎ
る
場
所
も
歩
い

て
回
る
こ
と
で
今
ま
で
気
付
か

な
か
っ
た
風
景
に
出
会
え
る
等
、

小
豆
島
を
再
発
見
す
る
よ
う
な

楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
年
に
一

日
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
な
の
で
八

十
八
箇
所
す
べ
て
を
回
る
の
に

ど
れ
位
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
何
年
か
か
っ
て
も
、
や

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

島
バ
ス
の
路
線
バ
ス
か
ら
の

撤
退
、
岡
山
か
ら
の
高
速
艇
の

廃
止
、
高
校
の
統
合
等
島
の
将

来
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
な
ニ
ュ

ー
ス
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
少

子
高
齢
化
と
い
う
解
決
困
難
な

問
題
が
根
底
に
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
島
の

明
日
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る

同
級
生
と
話
を
す
る
た
び
に
、

彼
ら
だ
け
に
困
難
な
問
題
を
押

し
付
け
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
心
苦
し
く
思
い
ま

す
。

　

私
が
、
小
豆
島
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
？
答
え

は
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ

ん
が
、
今
で
も
島
に
住
ん
で
い

る
感
じ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も

考
え
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

50
ふるさとは

遠くにありて…
「今でも小豆島にいるようで…」

鴻　池　祥　介 さん
　（坂手出身・47歳）

現住所　大阪府守口市碁石山（二番札所）にて


